
#2#2
¿Quién es ... ?

みなさん、はじめまして。
初めてのスペイン語講座です。
第１回目は、「～である」を表すSER動詞につい
て勉強しましょう。

スペイン語のSER動詞は英語のBE動詞に
あたります。スペイン語を学習するうえでと
ても重要な動詞ですので、がんばってマスターし
ましょう。

まずは左の表を見てください。
　これは、SER動詞の直説法現在の活用表です。スペ
イン語では、動詞が主語の人称に応じて６通り
に変化します。まずは、口ずさみながら表を見ず
に言えるように練習しましょう。

         ジョ　ソイ　エレーナ

例：  Yo soy José.　（私はホセです。）
　　ジョ　ソイ　プロフェソール

         Yo soy profesor. 　（私は先生です。）
　　ジョ　ソイ　エスパニョール

         Yo soy español.　（私はスペイン人です。）

              エル エス  アントニオ

例： Él es Antonio.（彼はアントニオです。）
            エジャ エス エストゥディアンテ

　   Ella es estudiante.  (彼女は学生です。)
　　     ノソートロス            ソモス           コシネロス

　   Nosotros somos cocineros.　（私たちはコックです。）
　　     エジョス  ソン      ハポネサス

　   Ellos son japoneses.　（彼らは日本人です。）

Yo soy  Akiko.
(私はアキコです)

Yo soy japonesa.
(私は日本人です)

   　　　キエン        エス エル

例）¿Quién es él?　（彼は誰ですか？）
   　　 エル エス フアン

　 - Él es Juan.  （彼はフアンです。）
  

           　キエン      エス  ラ　チカ　　 アルタ

　 ¿Quién es la chica alta? 
   　（その背の高い女の子は誰ですか？）
   　     エジャ  エス  カルメン

     - Ella es Carmen.（彼女はカルメンです。）

¿Quién es ella?
(彼女は誰ですか？)

Ella es Ana.
(彼女はアナです。)

#3#3
¿De dónde eres?#1#1

Yo soy...

Soy de Japón.
(私は日本の出身です)

¿De dónde eres?
(君はどこの出身

ですか？)

①まずは自分の名前や職業、また国籍について話してみましょう！

②次は、SER動詞と、『誰？』を表す疑問詞“QUIÉN”を組み合わせて、人の名前を尋ねましょう。

『誰』、『何』、『どこ』など、疑問詞を使って文章を作るときは、
原則として『疑問詞』→『動詞』→『主語』の順番になります。

③最後は、『どこ？』の意味を持つ疑問詞“DÓNDE”と、『～出身である』という表現
　“SER DE ～”を使って、出身地について尋ねてみましょう。 

¿DE DÓNDE ＋ SER ＋ ー（主語）?
『－（主語）は、どちらの出身ですか？』

ー（主語） ＋ SER DE ～（出身地）.
『－（主語）は、～（出身地）の出身です。』

　          デ　ドンデ          エレス  

例）¿De dónde eres? （君はどこの出身ですか？）
             ソイ　  デ　エスパーニャ

      - Soy de España.　（私はスペイン出身です。）
 
             デ      ドンデ        ソイス 

      ¿De dónde sois? （君たちはどこの出身ですか？）
             　ソモス　　デ　バルセローナ

      - Somos de Barcelona.（私たちはバルセロナ出身です。）

　なお、１人称と２人称の場合、動詞の語形から主語が判断できますので、主語代名詞は省略されるのが普通です。３人称でも、文脈
から判断できる時は主語を省略してもかまいません。

　では、SER動詞の直説法現在の活用形が頭に入ったところで、SER動詞を使ってどんなことが言えるか見ていきましょう！

YO ＋ SOY ＋ ～（名前・職業・国籍）.  
『私は、～（名前・職業・国籍）です。』

覚えましょう！

主語を変える事で、他の人のことも説明できます。

覚えましょう！

¿QUIÉN ＋ SER ＋ 主語?
『ー（主語）は誰ですか？』

覚えましょう！

覚えましょう！

主語 ＋ SER ＋ （名前・職業・国籍） 
　

 『 （̶主語）は、～（名前・職業・国籍）です。』

国名 ～人（男性） ～人（女性）

China chinachino

España español española

Estados Unidos estadounidenseestadounidense

Francia francesafrancés

Japón japonés japonesa

Perú peruano peruana

チナチナ チノ

エスパーニャ エスパニョール エスパニョーラ

エスタードス　ウニードス エスタドウニデンセエスタドウニデンセ

フランスィア フランセスフランセサ

ハポン ハポネサハポネス

ペルー ペルアノ ぺルアナ
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¡OJO!
原則として、国名や地名は一文字目を大文字表記し、国籍を
表す『～人』（例：japonesa）等はすべて小文字で表記します。

¡OJO!

Ama de casa

Artista

Diseñador

Diseñadora

Funcionario

Funcionaria

Secretaria

Periodista

アマ      デ    カサ

アルティスタ

ディセニャドール

ディセニャドーラ

フンスィオナリオ

フンスィオナリア

セクレタリア

ぺリオディスタ

主婦

芸術家
（男性の）デザイナー

（女性の）デザイナー

（男性の）公務員

（女性の）公務員

（男性の）秘書

新聞記者

Secretario
セクレタリオ

（女性の）秘書

V
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Nosotros

Vosotros
Nosotras

Vosotras

Ellas

私たちは

君たちは

彼女らは

彼らは

あなた方はUstedes

ノソートロス

ノソートラス

ボソートロス

ボソートラス

エジャス
Ellos
エジョス

ウステデス

somos
ソモス

sois
ソイス
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Ella

彼は

彼女は

Usted あなたは

トゥ

エル

エジャ

ウステ

君は eres
エレス

es
エス

主語代名詞 主語代名詞

単数 複数

第１回　SER動詞の使い方第１回　SER動詞の使い方
SER 動詞 - 直説法現在の活用
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